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サービス利用のヒント 
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 用語 読み方 説明 

あ 
相手先区分（相手

立場） 

ｱｲﾃｻｷｸﾌﾞﾝ（ｱｲﾃﾀ

ﾁﾊﾞ） 
相手先の立場のこと。債権者、債務者のいずれかを示す。 

 アカウント単位 ｱｶｳﾝﾄﾀﾝｲ 

開示の照会単位（範囲）のこと。 

入力した口座情報に紐づく複数口座の情報（記録事項または提供事項）について、ま

とめて照会が可能となる。 

 アップロード ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 利用しているパソコンからファイルを送信すること。 

 
一括予約照会（非

同期） 

ｲｯｶﾂﾖﾔｸｼｮｳｶｲ（ﾋ

ﾄﾞｳｷ） 

開示の処理方式の種類のこと。一括予約照会（非同期）の場合は、一旦「開示請求

受付」処理のみ実施して終了する。 

別途、開示請求結果はメールにて通知し、メール通知受信後開示結果を画面からダ

ウンロードが可能となる。 

 Ｉ／Ｆ種別 ｲﾝﾀﾌｪｰｽｼｭﾍﾞﾂ 
電子記録債権の取引の種類のこと。 

請求、請求結果、通知のいずれかを示す。 

か 開示 ｶｲｼﾞ 発行および保有している債権の記録事項・提供情報を照会すること。 

 
共通フォーマット

形式 

ｷｮｳﾂｳﾌｫｰﾏｯﾄｹｲｼ

ｷ 

債権一括請求や開示請求時に使用するアップロード、ダウンロードファイル形式のこ

と。 

 業務権限 ｷﾞｮｳﾑｹﾝｹﾞﾝ 
ユーザが取扱可能な業務の範囲のこと。業務権限は一定の業務ごとに付与すること

ができる。 

 記録原簿 ｷﾛｸｹﾞﾝﾎﾞ 
でんさいネットの電子記録債権に対して行った各種記録請求の結果を電子的に記録

する原簿のこと。 

 銀行営業日 ｷﾞﾝｺｳｴｲｷﾞｮｳﾋﾞ 金融機関窓口が営業している日。 

 決済口座 ｹｯｻｲｺｳｻﾞ 電子記録債権の決済に使用する口座のこと。 

 口座権限 ｺｳｻﾞｹﾝｹﾞﾝ 
ユーザが取扱可能な口座の範囲のこと。マスターユーザは管理対象ユーザが取引

可能な口座を複数設定することが可能である。 

 口座種別 ｺｳｻﾞｼｭﾍﾞﾂ 口座の種別のこと。「普通預金」、「当座預金」、「別段預金」を示す。 

 口座単位 ｺｳｻﾞﾀﾝｲ 

開示の照会単位（範囲）のこと。 

該当口座に紐づく口座の情報（記録事項または提供事項）について、照会する単位

のこと。 

 

用用語語集集  
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 用語 読み方 説明 

さ 債権者 ｻｲｹﾝｼｬ 

記録原簿に電子記録名義人として記録されている利用者のこと。電子記録債権に記

録されている金額を受け取る権利を有する。債権者が信託事業者の場合は債権者

が信託の受託者となる。なお、譲渡命令等の変更記録により非利用者も債権者とな

りうる。 

 
債権情報（記録事

項） 

ｻｲｹﾝｼﾞｮｳﾎｳ（ｷﾛｸ

ｼﾞｺｳ） 
でんさいネットに記録済の最新の債権情報の内容のこと。 

 債務者 ｻｲﾑｼｬ 

記録原簿に債務者として記録されている利用者のこと。電子記録債権に記録されて

いる金額を支払う義務を負う。利用者が債務者となるためには債務者利用の資格が

必要である。 

 債務消滅原因 ｻｲﾑｼｮｳﾒﾂｹﾞﾝｲﾝ 
保証人の弁済等など、債務が消滅した原因のこと。 

弁済（代物弁済を含む）、相殺、混同、免除、その他のいずれかを示す。 

 差押債権者 ｻｼｵｻｴｻｲｹﾝｼｬ 
電子記録債権に対して強制執行等の記録により差押を行っている者のこと。でんさ

いネットの利用者ではないケースもある。 

 ＣＳＶ形式 ｼｰｴｽﾌﾞｲｹｲｼｷ 

データをカンマ(",")で区切って並べたファイル形式。主に表計算ソフトやデータベース

ソフトがデータを保存するときに使う形式のこと。 

Comma Separated Value の略称。 

 支払期日 ｼﾊﾗｲｷｼﾞﾂ 

発生記録に記録された、口座間送金決済により電子記録債権の支払を行う期日のこ

と。ただし、支払期日が銀行非営業日の場合は翌銀行営業日に口座間送金決済が

行われる。 

 支払者 ｼﾊﾗｲｼｬ 
電子記録債権に対して支払を行った利用者のこと。保証人が支払者となった場合は

特別求償権が発生する。第三者が支払者となった場合は求償権が発生する。 

 譲渡制限 ｼﾞｮｳﾄｾｲｹﾞﾝ 

電子記録債権の譲受人となりうる利用者を制限すること。本サービスでは発生記録

を行う際に譲渡先を金融機関に制限し請求を行うことが可能である。なお、特定の金

融機関への譲渡制限は行えない。また、金融機関が譲渡を行う場合は、譲渡先の制

限は無い。 

 
譲渡日（電子記録

年月日） 

ｼﾞｮｳﾄﾋﾞ（ﾃﾞﾝｼｷﾛｸﾈ

ﾝｶﾞｯﾋﾟ） 
記録原簿へ譲渡記録を記録した日のこと。 

 承認管理機能 ｼｮｳﾆﾝｶﾝﾘｷﾉｳ 
でんさいネットへの請求にかかる承認操作について、１名もしくは２名の承認者を必

要とする設定や承認者の指定を可能とする機能のこと。 

 承認機能区分 ｼｮｳﾆﾝｷﾉｳｸﾌﾞﾝ 

利用者が承認管理機能を利用する場合に業務単位で選択可能な承認パターンのこ

と。「シングル承認（承認者指定なし）」「シングル承認（承認者指定あり）」「ダブル承

認（順序なし）」「ダブル承認（順序あり）」の４パターンから選択することができる。 

 承認者権限 ｼｮｳﾆﾝｼｬｹﾝｹﾞﾝ 担当者が請求したデータを、承認／差戻しする権限のこと。 

 信託記録 ｼﾝﾀｸｷﾛｸ 
債権発生請求、債権譲渡請求、支払等記録、変更記録を、信託事業者である利用者

が権利者として行った場合に行われる記録のこと。 

 
請求者区分（立

場） 

ｾｲｷｭｳｼｬｸﾌﾞﾝ（ﾀﾁ

ﾊﾞ） 

請求者の立場のこと。債権者、債務者、電子記録保証人、支払者（債務者）、支払者

（電子記録保証人）、支払者（第三者）、差押債権者（利用者）のいずれかを示す。 

 先方負担手数料 ｾﾝﾎﾟｳﾌﾀﾝﾃｽｳﾘｮｳ 

発生記録（債務者請求方式）について、記録手数料を実質的に先方負担（債権者負

担）とするために、画面に入力した支払金額から差し引く金額のこと。 

支払金額から先方負担手数料を差し引いた金額が債権金額となる。 

 ソート ｿｰﾄ 一覧表の項目を一定の規則に従って並べなおすこと。 

 即時照会（同期） ｿｸｼﾞｼｮｳｶｲ（ﾄﾞｳｷ） 

開示の処理方式の種類のこと。即時照会（同期）における最大開示件数は 200 件ま

でとなる。開示可能上限件数の 200 件を超過した場合は、検索条件を変更して再検

索を行うか、一括予約照会（非同期）を行う必要がある。 
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 用語 読み方 説明 

た ダウンロード ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 利用しているパソコンにファイルを保存すること。 

 担当者権限 ﾀﾝﾄｳｼｬｹﾝｹﾞﾝ 業務における請求データを仮登録または修正／削除する権限のこと。 

 当方負担手数料 ﾄｳﾎｳﾌﾀﾝﾃｽｳﾘｮｳ 
発生記録（債務者請求）に係る各種画面において、「記録手数料」として表示される金

額のこと。 

は 発生日 ﾊｯｾｲﾋﾞ 

債権が発生する日のこと。（記録原簿へ発生記録を記録した日） 

通常請求（当日）の債権発生請求（債権者請求）における発生日は相手方の承諾し

た日付が発生日となる。 

予約請求の債権発生請求（債権者請求）における発生日は相手方の承諾するタイミ

ングによって以下のようになる。 

・相手方の承諾が入力した未来日付より前の場合 

  入力した未来日付が発生日となる。 

・相手方の承諾が入力した未来日付より後の場合 

  相手方の承諾した日付が発生日となる。 

 ＰＤＦ形式 ﾋﾟｰﾃﾞｨｰｴﾌｹｲｼｷ 
ファイル形式の一種。 

Portable Document Format の略称。 

 
振出日（電子記録

年月日） 

ﾌﾘﾀﾞｼﾋﾞ（ﾃﾞﾝｼｷﾛｸﾈ

ﾝｶﾞｯﾋﾟ） 
記録原簿へ発生記録を記録した日（発生日）のこと。 

 保証人 ﾎｼｮｳﾆﾝ 

記録原簿に保証人として記録されている利用者（電子記録保証人）のこと。電子記録

債権に記録されている金額を保証する義務を負う。なお、民法上の保証人は電子記

録保証人には該当しない。 

や 譲受人 
ﾕｽﾞﾘｳｹﾆﾝ、 

ｼﾞｮｳｼﾞｭﾆﾝ 

記録原簿に譲受人として記録される利用者のこと。譲渡記録が記録されることにより

債権者としての権利を獲得する。 

 譲渡人 
ﾕｽﾞﾘﾜﾀｼﾆﾝ、 

ｼﾞｮｳﾄﾆﾝ 

記録原簿に譲渡人として記録される利用者のこと。譲渡記録が記録されることにより

債権者としての権利を失う。 

ら 利害関係人 ﾘｶﾞｲｶﾝｹｲﾆﾝ 
電子記録債権に対して利害関係を有する者のこと。債権者、債務者、保証人、支払

者、差押債権者のいずれかの者。 

 
履歴情報（提供情

報） 

ﾘﾚｷｼﾞｮｳﾎｳ（ﾃｲｷｮｳ

ｼﾞｮｳﾎｳ） 

該当債権の過去に行った記録請求（発生記録（債務者・債権者）、譲渡記録、分割記

録、保証記録、支払等記録、変更記録 等）の履歴情報のこと。 
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Q1． 割引申込、譲渡担保申込の融資申込対象債権検索画面で入力する「希望日」について、制約はあります

か？ 

 

A. 当日から３銀行営業日以降で入力します。15 時以降はその翌日からの指定となります。 

 

Q2． 承認パスワードを規定回数以上入力相違し、ロックアウトした場合どうすればいいですか？ 

 

A. マスターユーザがロックアウトしたユーザのロックアウトの解除（承認パスワードの初期化）をしてください。 

マスターユーザ自身がロックアウトになり、かつマスターユーザが 1 名の場合は、ロックアウトの解除（承

認パスワードの初期化）をお取引店へご依頼ください。 

 

Q3． 画面の入力項目に日付を入力するときは「／（スラッシュ）」も入力する必要がありますか？ 

 

A. 「／（スラッシュ）」は日付入力後に自動で付与されるため、入力する必要はありません。 

西暦 8桁で日付を入力してください。 

 

Q4． ログインした後に端末を長時間操作しなかった場合、ログイン状態は保持されますか？ 

 

A. 30 分間操作せずにいると、ログイン状態は強制的に破棄されてエラー画面を表示します。再度ご利用に

なる場合はログインしなおしてください。 

 

Q5． 承認取引で担当者と承認者は同一ユーザで行うことはできますか？ 

 

A. 同一ユーザで仮登録と承認の両方を行うことは可能です。該当ユーザへ「担当者権限」と「承認者権限」

を付与してください。同一ユーザによる仮登録/承認抑止機能は利用しないでください。 

 

Q6． 支払期日を迎えた保有債権の資金はいつから利用できますか？ 

 

A. 原則として、支払期日中に債権者側の口座に入金されるため、支払期日から利用することができます。 

 

Q7． ログイン時に承認パスワードの有効期限が経過していた場合、どうすればいいですか？ 

 

A. 表示された承認パスワード変更画面にて、承認パスワードを変更してください。なお、承認パスワードを

変更せずログインすることもできますが、その場合は承認パスワードの入力を必要とする業務は行えま

せんので、ご注意ください。 

 

よよくくああるる質質問問  
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Q8． ポップアップ画面を開いた際に、注意することはありますか？ 

 

A. ポップアップ画面を閉じてから、親画面で取引を進めてください。ポップアップ画面を開いたまま親画面で

取引を進めると、ポップアップ画面を操作した際にエラーとなる場合があります。 

 

 


